実作品を用いたソルフェージュ教材および学習法への提案― C. ドビュッシー《前奏曲集第1 集》を題材として ― by 高谷 典子 et al.
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実作品を用いたソルフェージュ教材および学習法への提案




















　このような背景から FM はフランスで導入され、すでに 30 年以上が経過した。現在、日本におい




































Alain Truchot とミッシェル・メリオ Michel Meriot による『フォルマシオン・ミュジカルのガイド Le 
Guide de Formation Musicale』（パリ、1987 － 91）2）と、ピエール・シェペロヴ Pierre Chépélov とベノワ・
1）　2018 年 12 月現在。Cinii 検索サイトより。
2）　『フォルマシオン・ミュジカルのガイド』は全 9 巻で構成され、1 回の授業で、理論、読譜、リズム練習、音程練習、視唱、
聴音、分析の項目をそれぞれ学習できるよう課題が設定されている。
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ムニュ Benoît Menut による『音楽の聴音 ―リズム、旋律、和声、音色― La dictée en musique. 







































　《前奏曲集》の中から、本稿では、第 1 曲〈デルフィの舞姫たち Danseuses de Delphes〉、第 4 曲〈音
と香りは夕暮れの大気に漂う Les sons et les parfums tournent dans l’air du soir〉、第 6 曲〈雪の上の足










　本稿で示す学習法の主な対象者は、音楽大学の学生とする。1 曲につき、毎回 30 分程度、2 ～ 3
回の授業で実践することを想定している。ただし、学生の専攻、学年、能力を考慮し、臨機応変に
対応することが求められる。





















学習 2　5 音音階の旋律〔譜例 2 〕〔譜例 3 〕
　課題






　〔譜例 2 〕5 音音階の予備練習
　〔譜例 3 〕5 音音階による旋律の視唱
学習 3　三和音の認識 1〔譜例 4 〕〔譜例 5 〕
　課題
例にならい、与えられた音を第 3 音として、長三和音、短三和音、増三和音、減三和音を歌い、




　〔譜例 5 〕長三和音の認識 1
学習 4　三和音の認識 2〔譜例 6 〕
　課題





　〔譜例 6 〕長三和音の認識 2
　　　　　　　　　　　　
















2 つ目は、拍子およびリズムである。楽曲は 4 分の 3 拍子と 4 分の 5 拍子により記譜されているが、
記譜と異なる拍子によるフレーズや、複数の拍子が同時に現れる複合拍子が用いられている。不明
瞭な拍子、揺らぎや浮遊感を生み出す自由なリズムはドビュッシーの特徴のひとつである。3 つ目は、
動機に含まれる各種の音程である。具体的には、完全 4 度、減 5 度、増 5 度であり、特に重要な役
割を果たす完全 4 度は、楽曲全体に多用されている。様々な音程に対する鋭敏な感覚が求められる。
6）　標題〈音と香りは夕暮れの大気に漂う〉は、シャルル＝ピエール・ボードレール Charles-Pierre Baudelaire（1821 － 67）の詩










後述の学習 2 の実践に先立ち、完全 4 度、減 5 度、増 5 度音程を認識するための予備練習である。音程感覚
を養うため、さらに感覚と理論とを結びつけるため、音名を用いず「ラ」などのシラブルでの視唱と、音名
を用いた視唱を実施する。各音程を認識するために、様々な工夫が必要である。例えば、完全 4 度においては、
まず完全 5 度を歌い、それを経由する、または転回すると認識しやすい。減 5 度においては、完全 5 度を経
由する、または減三和音を拠り所とすると認識しやすい。減三和音を作ることが難しければ、減 5 度上方の
音程は短三和音の上行形を、減 5 度下方の音程は長三和音の下行形を拠り所とすることもできる。増 5 度に
おいては、完全 5 度を経由する、または増三和音を拠り所とすると認識しやすい。増三和音を作ることが難




学習 2　視唱〔譜例 9 〕
　課題


























2 − 3．第 6 曲〈雪の上の足跡〉／岸
【楽曲の特徴と学習要素】
　この楽曲中で最も特徴的なのは、全体を通して様々な音域に現れるオスティナートである。この






















第 29 ～ 31 小節に現れる三和音の種類を聴取する。実施時には、和音の最高音のみ記した楽譜を
示す。
　〔譜例 16〕和音の種類の聴取




















学習 1　和声進行と終止の聴取および和音数字〔譜例 17〕〔譜例 18〕
　課題
冒頭、第 8 小節、第 28 小節から現れる主題において、伴奏部のバス声部、和音数字、譜例に記さ
れた□の中に終止形をそれぞれ聴き取る。
　　補足
3 度音程による上行と下行が交替する主題により楽曲が開始する。この主題は楽曲を通じて 3 回提示される。














　〔譜例 19〕学習 2 の解答例
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　解答の例　楽曲を通して現れる重要な要素として、3 度音程、第 1 小節 2 拍目に現れるリズムを挙げることが
できる。
　質問 2　冒頭から第 4 小節、および第 8 小節アウフタクトから第 11 小節の旋律の特徴を考えなさい。
　解答の例　前半の 2 小節間は 3 度音程による上行と下行が反復される浮遊感の漂う音形が続き、後半は下行の
順次進行によりフレーズが閉じられる。









　質問 4　冒頭から第 19 小節において、クライマックスとなり得る箇所を考えなさい。
　解答の例　第 6 小節 3 拍目、第 13 小節、第 16 小節。





　第 13 小節におけるクライマックスの音は、第 12 小節アウフタクトから、1 オクターヴと 6 度の広
音域を上行し続ける音形の着地点となっている。また、主和音への解決点でもある。クライマックス
の後は 1 小節間の短い下行による順次進行を経て、新たなフレーズを開始する。
　第 16 小節におけるクライマックスの音も、第 13 小節と同様に、その 1 小節前から広音域を上行し











冒頭から第 19 小節の旋律を、音程を付けずにリズム読みする。対位的書法の見られる第 10 ～ 11































・Chépélov, Pierre, and Benoît Menut. 2002-09. La dictée en musique. Rythme, mélodie, harmonie, timbre. 
Paris: Henry Lemoine.
・Lesure, François, and Roy Howat. 2001. “Debussy.” The New Grove Dictionary of Music and Musicians, 
2nd ed. Edited by S. Sadie, London: Macmillan Publishers, vol. 7, pp. 96-119.





ジカルの教育現況と課題」『洗足論業』第 23 号 : 111 － 122。
・野平多美　1994「フランスのフォルマシオン・ミュジカル―音楽家の基礎形成の行方」『国立音
楽大学研究紀要』第 29 号 : 191 － 201。
・別宮貞夫　2005『ドビュッシー　前奏曲第 1 集　全曲研究』東京：芸術現代社。
3．楽譜
・Debussy, Claude. Préludes: Paris: Durand, 1957.
・ドビュッシー、クロード『前奏曲第 1 集』安川加寿子（1969）ピアノ曲集 V　東京：音楽之友社。
186
C. Debussy’s Préludes as a Material for Solfège
Noriko TAKATANI,  Minako KISHI,  Keiko SAITO,  Satomi HAYAKAWA
　This is a report on our attempt to develop formation musicale teaching materials based on Préludes premier 
livre by Achille-Claude Debussy (1862-1918), with a view to providing basic approach to assist instructors. 
Since the second half of the nineteenth century, many new styles and musical idioms have come to be 
employed, and we often have to find appropriate ways to analyze for each musical composition. Formation 
musicale, which is an integrated learning method based on actual works, seems to be very effective in 
responding to various musical styles and idioms that continue to expand.
　Préludes are filled with unique musical idioms of Debussy, one of the founders of modern music. Learning 
solfège with Préludes will introduce the learners to the vast numbers of modern musical compositions since the 
late 1800s including other works by Debussy.
　This paper focuses on the four pieces, No.1 Danseuses de Delphes, No.4 Les sons et les parfums tournent 
dans l’air soir, No.6 Des pas sur la neige and No.8 La fille aux cheveux de lin. From each composition, we pick 
out learning elements to learn in solfège and show concrete methods of learning through sight-singing, rhythm 
practice, music dictation, keyboard harmony and analysis.
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実作品を用いたソルフェージュ教材および学習法への提案
― C. ドビュッシー《前奏曲集第 1 集》を題材として ―
高谷典子・岸美奈子・齋藤圭子・早川聡美










　本稿では、第 1 曲〈デルフィの舞姫たち〉、第 4 曲〈音と香りは夕暮れの大気に漂う〉、第 6 曲〈雪
の上の足跡〉、第 8 曲〈亜麻色の髪のおとめ〉の 4 曲を取り上げる。各楽曲においてソルフェージュ
で学ぶべき学習要素を抽出し、視唱、リズム練習、各種聴音、鍵盤和声、分析による具体的な学習
法を示す。
■ 研究レポート ■
